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   開     議 

 

 

○渋谷佐輔議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。

よって、ただいまの出席議員は定足数に達して

おります。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 赤間広議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位11番、議席番号10番、赤間

広議員。 

  （10番 赤間広議員登壇） 

○１０番 赤間広議員 おはようございます。

公明党の赤間広でございます。 

 初めに、４月26日に施行されました長井市市

議会議員選挙におきまして、市民の皆様より多

大なご支援を賜りましたことに対して、高いと

ころからで恐縮ではございますが、感謝を申し

上げます。市民の皆様の声を市政に届け、声を

形に、住みよい長井市をつくるため一生懸命頑

張ってまいる所存でございます。よろしくお願

い申し上げます。 

 さて、このたびの市議会議員選挙において、

多くの市民の皆様からたくさんの声が寄せられ

ました。その中よりこのたびの一般質問では以

下３点について質問をさせていただきます。 

 １つには子育て支援のさらなる充実について

であります。これは特に子育てに頑張っておら

れる20代、30代、40代の方々から、給食費の無

償化をぜひとも実現していただきたいという声

が多く寄せられました。 

 私は、市民の皆様にはもちろんご存じで、何

度も給食費の無償化を提言、お願いをしてまい

りましたが、市当局のご理解が得られず、道半

ばであります。 

 先人の言葉に、鎌倉より京へは12日の道なり、

それを11日余り歩みを運びて、今１日になりて

歩みを差しおきては何として都の月をば眺め候

べき。これは昔、鎌倉に幕府が置かれていたこ

ろ、鎌倉から京都までは12日の旅であったそう

です。11日歩いてきたのにそこで歩みをとめて

しまって諦めたのでは、都で美しい月が見れな

いではないかという先人の言葉です。赤間広、

頑張れ。諦めることなく、最後まで頑張れと時

を超えて鎌倉時代からもエールが送られている

気がしてなりません。 

 先進事例であります相生市の例、また太田市

の例、また私の給食についての思いや南陽市長、

白岩氏が誕生されての決意なども含めて、過去

６回ほどご提言をさせていただきました。私の

給食に対しての強い思いとして、再度でありま

すが、述べさせていただきます。 

 これは平成24年12月７日定例議会で私が一般

質問したことでございます。私でございますが、

毎日の給食が何よりも楽しみで学校に通ったこ

とを今でも鮮明に思い出されます。給食が私の

命だったわけであります。 

 今、日本全体を見ると、いまだに完全給食が

なされないところがあると伺っております。そ

ういったことを考えるに、長井市の先人、先輩



 

―１４２― 

方は先をしっかり見据え、子供を社会全体で育

ててきたのだと誇らしく思えるのは私一人では

ないと思います。先人の格言に「一年樹穀」

「十年樹木」「百年樹人」という言葉がありま

す。人づくりはまさに100年先を見据えての大

英断だったのではないかと思います。 

 今の経済状態を考えるに、賃金の伸び悩み、

勤務時間の多様化など、子育てをしている世代

には大変厳しい現実が襲いかかっております。

行政としていま少し援助の手を差し伸べてはと

申し上げたい。そして子供を育てるなら長井市

と言われる長井市をつくってまいろうではあり

ませんか。 

 また、平成25年３月５日の一般質問でありま

す。平成23年４月１日、子育て応援都市を宣言

され、若い世代を呼び込んで人口減少を防ぎ、

まちの活力を高めようと子育て支援や定住促進

のための施策を展開しておりました。この給食

費の無償化は相生市長の谷口芳紀氏の選挙公約

であり、その施策の実現に対して市民の応援と

市議会のご理解を得、また行政職員の何として

もなし遂げるという強い信念が形になり得たと

思います。 

 市長におかれましては、ぜひとも市民の皆様

に応えるためにも大英断をお願いするところで

ございます。 

 次に、子育て支援についての地方創生であり

ます。 

 政府は人口減少社会が訪れている中、昨年、

地方創生の実現へ「まち・ひと・しごと創生総

合戦略」と長期ビジョンを閣議決定、地域活性

化と人口減少克服のため、全国の自治体に今年

度中の策定を求めているのが「地方版総合戦

略」2019年度からの５年間です。長井市におい

てはどのようなことをされていかれるのかお聞

かせいただきたい。もちろんご案内のとおり、

今年度中の策定を求められているわけでありま

すから、道半ばと思いますが、特に子育て支援

についてどのような取り組みをされていかれる

のかお聞かせください。総合政策課長、お願い

申し上げます。 

 次に、あやめ公園・運動公園の整備計画につ

いてお尋ねいたします。 

 先日、発行されました「広報ながい」で市長

から、平成29年度に行われるインターハイ女子

ソフトボール会場に間に合うように野球場の大

規模改修が行われることが記されておりました。

その後、順次テニスコートの改修を行っていく

旨も記されております。 

 そのことはよしとして、しかし、今回、建設

課からいただいた運動公園の整備計画資料には、

テニスコートについては別事業で検討となって

おります。昨年度、平成26年２月28日、その後

５月にも報告書をいただいておりますが、テニ

スコートについては平成28年度に改修予定と記

載されております。テニス愛好者からは改修が

いつになるかわからなくなったという悲観的な

言葉が聞こえてきました。今後どのように計画

されていかれるのかお聞かせいただきたいと思

います。建設課長、生涯スポーツ課長にお尋ね

いたします。 

 次に、あやめ公園は私たち市民にとっては宝

物であり、愛する公園であります。少子高齢化

の影響があるのは事実として、年々減少する観

光客、今後の構想、整備計画についてお聞かせ

いただきたいと思います。これは昨日、金子議

員がお尋ねしてありますが、再度詳しくよろし

くお願い申し上げたいと思います。 

 次に、花咲きタウンみずはの郷についてお尋

ねいたします。 

 当初、現在の経済状態を考えたとき、果たし

て分譲地が本当に売れるのかと大変心配、危惧

されましたが、５月末日までに分譲地30区画の

うち28区画が売買済みで、１区画が商談中で、

１区画が未定ということで少々安心しておりま

す。当初から若い方々が購入しやすく、市外か
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ら定住人口をふやし、市内の経済活性化など、

さまざまな期待を込めて宅地開発が行われてき

ました経緯があります。また、議会においても

賛否両論があり、議論を重ねてきました。 

 以上の経緯から、次の３点についてお尋ねい

たします。１つ目、分譲地を買われた方の市内

外の件数、２番目として長井市内の建設業者は

何社入っているか、そして３つ目、今後も宅地

開発をしていくのか。１、２番については建設

課長に、３については市長にお尋ねいたします。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 赤間広議員からは２期目に当たっての力強

いご提言を含めたご質問をいただきました。私

のほうからは、大きく２点お答えをさせていた

だきたいと思います。 

 まず最初に、子育て支援のさらなる充実につ

いてでございます。給食費の無償化をぜひ実現

すべきというご提言でございますが、子育て支

援のさらなる充実に係る給食費の無償化及び地

方創生との関係についてお答え申し上げたいと

思います。 

 まず、給食費の無償化でございますが、赤間

議員からは20代、30代、40代の保護者の方から

ぜひこれは実現してほしいという強い要望があ

るということでございます。今までも赤間議員

からは、今回で３回目……。 

（「いや、６回目」と呼ぶ者あり） 

○内谷重治市長 ６回目ですか。そうですか、失

礼しました。ご提言ということでございますけ

れども、やはり保護者にとりましては、これま

で負担していただいた給食費が無料になるわけ

でございますので、金銭面での負担が軽減され

まして、いろんな意味で子育て世帯への支援に

つながるということでございます。これはもち

ろんでございますが、現在の状況でございます

が、給食の材料費等を支援するために米飯給食

の炊飯代、それからレインボープランの認証栽

培米等の経費を、これは長井市の場合はもう10

数年続けております。加えてまるごと長井給食

事業として、これもかつて町田議員からもいろ

いろご提言などもいただいて、充実させていた

だいております。 

 そんな中で昨年の４月でございますが、食材

費が高騰しているということで、もう少し学校

給食を充実すべきという保護者の皆様を中心と

した学校調理場の運営委員会の皆さんの決定に

よりまして、給食費が14％程度アップしました。

しかし、これについては消費税も上がって、な

おかつ保護者の皆さんの給料がなかなか上がら

ない中でのアップは厳しいんでないかというこ

とで、この部分を、これは赤間議員からもご提

言いただいたということもあって、長井市で負

担しております。この金額が約1,300万円でご

ざいます。それ以外に保護者の皆様には１億

2,000万円程度負担していただいておりますの

で、全部で１億3,300万円がいわゆる給食費の

食材費等々だということでございます。 

 これを全部市で負担するということになりま

すと、これは１年、２年で終える、終わらせる

ということではないわけですから、やはりずっ

と続けなきゃいけないと。仮にこれを20年続け

たとしますと、大体負担が二十五、六億円にな

るわけですね。そうしますと、いわゆる公共事

業のハードでいう事業に置きかえれば、５割補

助の事業だとしても50億円から55億円ぐらいの

すごい事業なわけですね。ですから、確かに相

生市とか、あるいは大田原市でしたっけ、栃木

県、これは市として無償化をしていると、２つ

の市だけです。あと東北では秋田の八郎潟町、

それから青森県の南部町で行われてると。多分

八郎潟や南部町では過疎債を使ってるんじゃな

いかなというふうに思われますけれども、その

負担は非常に大きいと思ってます。 
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 ことしから保育料のほうを少し支援をさせて

いただきました。児童センター、認可保育、認

可外保育所、それから幼稚園の授業料なども含

めて、トータルで2,300万円ほどですけれども、

これを軽減するということで、保護者の方の部

分を私どもで持ったわけですが、これも３月の

定例会で髙橋孝夫議員から続けられるのかと言

われて、これはしなきゃいけないということで

お認めいただいたわけですが、やはり１億

3,000万円というとかなり高額だと思います。

残念ながら現時点では難しいというふうに判断

してます。 

 その理由っていうのはいろいろあるんですが、

まず１つは教育関係、あるいは子育て支援での

課題がハード面で実はたくさんありまして、ま

ず１つは小・中学校の大規模改修がまだ途中で

ございます。それから西根小学校と豊田小学校、

市内の５つの児童センターはエアコンとそれか

らトイレの洋式化、ウォシュレット化は終わり

ましたけれども、それ以外の部分はことしする

予定でございましたけれども、文科省の補助を

残念ながら予算がないということで受けられな

かったということで、これらを今後しなきゃい

けないということ。それからＩＣＴ教育ってい

いますか、デジタル教科書とか電子黒板はある

程度は配置してますが、そういったＩＣＴ化の

学校教育の対応に結構多額の予算を必要とされ

てるということ。 

 一番大きいのは赤間議員もご存じのとおり、

学校調理場です。学校調理場は昭和39年の建物

ですから、もう50年近い建物でございまして、

これを新しくしなきゃいけない。ところが、補

助制度っていうのは余りなくて、大体10億円か

ら12億円ぐらいかかるんじゃないかと。かつて

は８億円と言われておりましたが、ここ二、三

年の建設物価、建設費用等々の高騰によりまし

て２割から３割アップしてます。４割も上がっ

てる部分もございますんで、そうしますとやっ

ぱり12億円ぐらい考えなきゃいけないと。この

12億円の学校調理場をつくることができなくて、

今その手法を模索してるわけですから、そうい

った意味ではそちらを先にしてその後に、いき

なり全額ということは無理だとしても、半額だ

とかいうことで、まずはスタートすべきじゃな

いのかなと。それが長井市の、私はあんまり好

きな言葉じゃないんですが、身の丈に合った、

財政から踏まえた身の丈に合った対応というも

のだろうと。ただし、私は身の丈っていうのは

余り私ども行政では適切な言葉じゃないと思っ

てます。やはり市民の要望とかさまざまな暮ら

しを支えるためにある程度のきちんとした方向

性とか計画性は必要ですが、無理してもしなき

ゃいけない部分もある場合は、これは英断しな

きゃいけないだろうと思ってます。目指すべき

は日本一栄養価が高く、そして安全・安心レイ

ンボーの米、野菜を使った地産地消の、もう

100％っていうのはなかなか難しいかもしれま

せんが、そういった給食ということを目指すべ

きであろうと、まずは、そのように私は思って

いるところでございます。 

 地方創生との関係については、担当課長から

答弁いたさせますが、きのうのご質問でもお答

えさせていただきました。浅野議員の質問でも

答えさせていただきましたけれども、地方創生

の私どもの柱として幸せな教育、幸せな子育て

という子供から見ても、あるいは保護者から見

ても、そういった教育を長井の心とか慈愛の教

育を基本として進めていくべきだと思っており

ますので、ぜひ力を入れてまいりたいと思いま

す。 

 ２点目の花咲きタウンみずはの郷についてで

ございますが、私のほうからは、今後も宅地開

発をしていくのかという点でございます。 

 これは赤間議員からもございましたように、

なかなか厳しいんじゃないかという見方もござ

いましたけれども、私はやっぱり立地とそれか
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ら価格、あと条件等々が備わっていれば30区画

程度であればそんなに心配は要らないだろうと

いう割と楽観論でおりました。というのは、私

が若い時代にこういった仕事をしておりました

ので、ある程度は需要があると。これが例えば

200区画、300区画っていう大区画ですと、これ

はなかなか大変です。ただ、長井の長井小学校

学区内は非常に人気がありまして、求めるんだ

けどもいい条件がなくて、残念ながら長井は諦

めて南陽、米沢、上山っていう例がたくさんあ

りますので、そういった市民とか周りの市町村

の皆様の要望にまず応える意味からも、30区画

ということでやったんですが、おかげさまで、

１カ月の申込期間をおいて、30区画に対して35

組の申し込みがございまして、抽せんをしまし

て即日28区画が決定したということでございま

す。ただ２区画残っておりますが、これはモデ

ルハウスの部分でして、モデルハウスをつくら

れた社長さんからお話を聞きますと、モデルハ

ウスとして見せたいので売り急いでないんだと

いう方もいらっしゃいました。事情はよくわか

りませんが。 

 そんなことで、私は今度は、今回、南中学区

なので、北中学区をやはりつくらなきゃいけな

いなと思っておりまして、その後また南中学区、

北中学区とバランスよくやっていきたいと。た

だし、その場合は政策的にここにつくりたいと

いうことじゃなくて、ある程度潜在的な需要、

どういう条件だと買っていただけるのか、ある

いは周りの市町村からお越しいただけるのかと

いう条件なども考えながら、ぜひ引き続き宅地

分譲等々について議会の皆様からご意見とご理

解を求めながら進めてまいりたいと思っており

ます。 

 これが地方創生のいわゆる移住、定住または

子育て、教育に特化してるまちということで周

りの市町村からもお越しいただける受け皿にな

るというふうに思ってますし、あとちょっと今

回は不十分だったんですが、子育て支援住宅と

いうことで雇用促進住宅を購入させていただい

て、一部そういう手だてはしておりますが、そ

ういったことも含めて重要な政策だと思ってお

りますので、ぜひいろいろご指導を賜ればとい

うふうに思います。 

 私のほうからは以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 赤間議員からご質問の

ありました子育て支援に関する人口ビジョンや

地方版の総合戦略についてお答えいたします。

昨日の地方創生に対する回答と一部重複するこ

とがあるところをご理解いただきたいと存じま

す。 

 国は、少子高齢化の進展に的確に対応し、人

口の減少に歯どめをかけるなどのため、昨年度

まち・ひと・しごと創生法を制定いたしました。

この法に基づきまして、2060年に１億人程度の

国の人口を維持するという総合ビジョンを定め

まして、さらにその人口規模を実現するために

５年間の政策目標や施策を盛り込んだ総合戦略

を策定しております。 

 この国の総合戦略では、仕事と人の好循環づ

くりを目指しております。４つの基本目標を設

定しております。１つ目が地方における安定し

た雇用の創出、２つ目が地方への新しい人の流

れをつくる、３つ目が若い世代の結婚・出産、

子育ての希望をかなえる、４つ目が時代に合っ

た地域をつくるということでございます。 

 国につきましては、地方公共団体に対しまし

ても、国のこれらの方向性を踏まえました各地

方におけます人口ビジョンと総合戦略の策定を

求めております。義務ではありませんが、さら

に総合戦略に取り組む自治体につきましては、

情報や人的、財政支援を切れ目なく展開すると、

国のほうでは支援をその中で書いております。 

 その中の地方への財政支援でございますけど

も、既に平成26年度補正予算におきましては、
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地方自治体の積極的な取り組みを支援する交付

金を先行的に創設しております。当市におきま

してもこの交付金を受けまして、移住、定住な

どを促進する事業などを進めております。さら

には平成28年度からはいわゆる新型交付金を創

設いたしまして、地方版の総合戦略に基づく施

策を支援していくとしております。 

 加えて改正地域再生法による支援措置も用意

されております。これは内閣府が認定機関とな

りますが、地域再生計画を策定したところには、

27年度につきましては、地域再生戦略交付金が

申請に基づき交付されるものでございます。既

存の国庫の補助事業と一体的に実施することで

効果が高まる事業を対象に、国から当該事業の

立ち上げの経費への支援を受けるというもので

ございます。 

 また、去る６月１日に官邸で開かれました平

成27年第８回の経済財政諮問会議におきまして、

地方創生担当の石破大臣は、地方創生の深化に

よるローカルアベノミクスの実現を目指すとい

う発言をしております。この中で地方創生の

「深化」でございますが、前に進む「進化」で

はなくて、深く掘り下げる「深化」ということ

で発言しております。 

 ここでいう深化の意味でございますが、まず、

第１番目に稼ぐ力を地方で引き出すと。それは

例えば、サービス産業の生産性向上や地域資源

を生かすなどにより稼ぐ力を引き出すというも

のです。あと次の地域の総合力を引き出すとい

うことも言っております。これは官民協働や地

域間の連携、政策間の連携を図ることによって

総合力を引き出すというものでございました。

あと最後なんですけども、民間の創意工夫、例

えばＰＰＰやＰＦＩ、あと企業における少子化

克服などにより民の知見を引き出すということ

を言っております。 

 また、その際に石破大臣のほうからは、28年

度に創設される新型交付金についての説明もご

ざいました。地方創生の深化を図る先駆的、優

良な取り組みの支援について特化して地方を応

援したいということでございます。いわゆる一

般的なものではなくて、あくまでもその地方独

自の先駆的な、日本に先駆けてするようなもの

については支援をしていきたいということで差

別化を図るということも言っております。また、

この従来の縦割り事業を超えた取り組みを支援

するため、具体的な成果目標、いわゆるＫＰＩ

を設定してＰＤＣＡサイクルを確立することが

大前提となっております。あと支援対象もこの

とき３つ示されました。まず最初に、日本版の

ＣＣＲＣや小さな拠点づくりなど、先駆性のあ

る取り組みでございます。また、既存制度に合

わせて事業を行うのではなく、既存事業の隘路

を発見し、打開する政策間連携の取り組み、そ

して裾野を広げるような先駆的事業、優良な事

例の横展開としております。 

 また、東京圏の少子化と高齢化にも特に課題

があるとしておりまして、高齢者の地方住みか

え促進や、特に若年女性の東京圏への編入超過

による弊害を解消するため、若い女性に地方に

住み続けてもらう施策の展開を促進すると促し

ております。 

 以上を踏まえまして、本市におきましても、

国の長期ビジョンや総合戦略、そして新型交付

金による国の支援措置を考慮しながら、地方版

の人口ビジョンと総合戦略の策定に取り組んで

る途中でございます。現在のところ、事業名な

どは上げることができませんが、多くの市民の

皆様にかかわっていただいて策定した第５次総

合計画が平成26年度からスタートしております

ので、これをベースに総合戦略等を検討してま

いるものでございます。 

 これまでの経過といたしまして、市役所内部

では長井創生総合戦略本部及び幹事会、若手職

員によるワーキンググループを設立いたしまし

た。さらに市長の諮問機関である長井市振興審
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議会にあわせ、長井市総合戦略審議会を開催し、

ご意見をいただいてるほか、官学産金労言の有

識者の皆様方からご提言などをいただく長井創

生会議を新たに設置するものでございます。 

 子育て支援のさらなる充実と地方創生との関

係でございますが、子育て支援の充実は国の総

合戦略でも重要な施策の一つとなっております。

この問題は少子化や若年層の雇用の確保の観点

からも本市においても喫緊の課題になっており

まして、人口ビジョンや総合戦略を策定する上

で重要なファクターとなることは間違いありま

せん。 

 さきにもご説明申し上げましたが、石破大臣

からもありましたとおり、子育て支援のさらな

る充実のためにも、既存事業の枠組みにとらわ

れないような発想で先駆的な施策を組み立てら

れるよう、特に子育て世代の方々からアイデア

などを出していただく機会を積極的に設けまし

て、長井市の地域特性に合ったよりよい総合戦

略を策定してまいりたいと存じます。 

 以上、回答させていただきました。 

○渋谷佐輔議長 川村直人商工観光課長。 

○川村直人商工観光課長 赤間議員からご質問い

ただきましたあやめ公園の今後の構想並びに整

備計画についてお答えをさせていただきます。 

 長井市の花ショウブにつきましては、議員も

ご存じのとおり、長井古種という日本を代表す

るような品種が発見された場所でございまして、

現在も全国の花ショウブ園にない独自の品種も

大切に保存、育成しているところでございます。

全国的に見ましても、特殊性の強い公園である

と言うことができるかと思ってございます。 

 一方、しかしながら、長井市のあやめ公園に

つきましては、ことしで開園105年目を迎えま

して、これまでも何度か公園の改修工事は行っ

てまいりましたが、施設等の老朽化が進んでお

りまして、清楚で凛とした長井のアヤメにふさ

わしい景観や施設ではなくなってきている状況

が見受けられるところでございます。 

 平成24年度でございますが、公園施設の長寿

命化のための調査を行ってございますが、この

調査結果におきましても施設の老朽化が原因の

改善が指摘されているところでございまして、

公園の再整備が課題となってございます。 

 全国的にも知られております長井のあやめ公

園でございますが、長井古種を最大限に生かし

ながら、市民にも観光客にも親しんでいただけ

るような、しかも市民の誇りになるような公園

にするためにはどのように整備をしていくか。

今年度から検討メンバーの体制を整えながら、

まずは来年度１年かけて基本計画を立てていき

たいというふうに考えてございます。その後、

実施設計と実現するための事業メニュー検討を

行いながら、公園の整備を実現していきたいと

いうふうに考えてございます。 

以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 青木邦博建設課長。 

○青木邦博建設課長 赤間議員のご質問にお答え

いたします。 

 あやめ公園運動場の整備計画、野球場、テニ

スコート、プール、グラウンドについてお答え

いたします。 

 あやめ公園運動施設整備事業につきましては、

公園施設長寿命化対策支援事業により平成26年

度より５カ年計画で整備を行う予定でおります。

野球場につきましては、昨年度、実施設計を行

い、平成29年度のインターハイ女子ソフトボー

ル会場として間に合うよう、平成28年度の完成

予定で今年度より工事に着手してまいります。

管理棟、グラウンドにつきましても、順次平成

30年度を目標に整備をしていく予定でございま

す。 

 公園施設長寿命化対策支援事業は、あくまで

も現在ある施設の長寿命化に資する更新が前提

でありまして、グレードアップになるものは対

象外となります。テニスコートにつきましては、
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現在のクレーコート４面の更新であるならば対

応は可能でございますが、人工芝での整備やコ

ートの増設は補助事業の採択要件に該当しない

ため、別事業での整備を検討しなければならな

いと考えております。 

 続きまして、花咲きタウンみずはの郷につい

て、分譲地を買われた方の市内外の件数につい

てお答えいたします。 

 花咲きタウンみずはの郷につきましては、モ

デルハウス分譲地６区画、更地分譲地24区画の

計30区画で整備を行いました。現在、モデルハ

ウス２区画を除く28区画が契約済みとなってお

り、更地分譲地24区画のうち21区画につきまし

ては、建築に着手または完成しております。契

約者のうち８区画の方が市外からの転入者で、

置賜地域のほか山形市や仙台市からの購入者も

いらっしゃいます。残り20区画は長井市の方が

購入していらっしゃいます。 

 長井市の建設業者は何社入っているかについ

てお答えいたします。 

 長井市内に本社または支店を有する業者は、

モデルハウス６区画を含めて16区画で施工して

おり、他14区画は市外業者の施工になっており

ます。 

私のほうからは以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 赤間議員のご質問

にお答えいたします。 

 質問項目が建設課長と同じでございますので、

重複しないように体育施設全体の整備計画に関

する部分についてお答え申し上げます。 

 当市のスポーツ施設の現状は、建設から相当

の年数が経過しており、設備の不備や老朽化し

た施設が多くあり、安全管理の面でも課題があ

ることから、平成25年２月に長井市体育施設整

備計画検討委員会を組織いたしまして、15名の

委員の方々にご検討いただいたところでござい

ます。平成25年９月に検討結果報告書を提出い

ただきました。 

 それでこの整備計画の基本的な考え方として、

新たな施設を整備するのではなく、既存施設を

改修して多様化するスポーツへの対応、競技力

向上に結びつく施設、各種公式大会が開催でき

る施設、さらに市民のスポーツの利便と体力向

上に資することができ、子供から高齢者まで気

軽にスポーツに親しめる施設の整備を目指すこ

ととされております。 

 あやめ公園運動施設の具体的な整備につきま

しては、建設課長からありましたように、補助

事業で進めておりますので、さきの報告書の内

容が全て整備されるというわけではございませ

ん。その点につきましては、平成27年１月に長

井市体育施設整備計画検討委員会を開催いたし

まして、補助事業で取り組める内容について説

明しておるところでございます。 

 テニスコートにつきましては、別事業の検討

ということになり、可能性の高いものとしては

スポーツ振興くじ助成事業がありますので、日

本スポーツ振興センターが実施しておりますけ

れども、年度ごとに要綱や助成額が定められて

おりますので、その辺の情報収集を行いまして、

対応してまいりたいというふうに考えておると

ころでございます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間広議員。 

○１０番 赤間広議員 それぞれご答弁いただ

きまして、ありがとうございます。 

 まず、子育て支援についてということで、市

長から熱く語っていただいたところでございま

す。いつも同じような回答、質問で私も恐縮し

ておるんですけれども、市長も長井市民の生活、

安心・安全なまちをつくっていくっていう意味

では、簡単には回答できないっていうのは私、

重々承知しておるところでございます。 

 ただ、今、市長が申されたように、給食調理

場をつくってから半分なり、それ以上か、補助

をしていくような方向にしていきたいというよ
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うなお話があったわけですけれども、給食調理

場の建設に対して地方創生のほうで、子育て支

援というような絡みでは、何か援助してもらえ

るっていうようなことはないのでしょうか。も

ちろんまだ道半ばであって、恐らくこのことを

聞いてもほとんどの人がわからないというよう

なことだと思うんですけれども、ただ、課長が

申されたとおり、先ほど先駆的な取り組みに対

してはどんどんと補助していくっていうような

お話でございますので、まず、立案なり、そう

いう補助メニューを引き出してくるっていうか、

つくっていくっていうことが物すごく大切だと

思うんですけども、その辺のことについて、こ

れは政策課長に聞いたほうがいいのかな。市長、

ぜひよろしくお願いいたします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 まず、今回の地方創生の新型の交付金という

のはだんだん骨格が見えてきておりますけれど

も、まず、学校調理場をつくるということにつ

いては対象外だろうと思います。ただし、学校

調理場をつくる際のどういう調理場をつくるか、

その目的によって、場合によっては、支援いた

だけるケースもあるだろうと。あともう一つは、

官民の連携による事業については支援の対象に

なる可能性が高いと。例えば今、学校調理場の

ほうは運営を業務委託といたしまして民間のほ

うにお願いしてるわけですね。学校調理場その

ものは単独でですと2,600食とか700食ぐらいで

すから、以前にも検討されたいわゆるＰＦＩは

かなり難しいと。 

 ただし、今後の課題として、きのう、あるい

は金曜日にもいろいろ議論、一般質問の中でさ

せていただきましたけれども、日本版ＣＣＲＣ

っていう健康な方たちを都会から受け入れると。

その場合、医療機関とか介護とか非常に重要に

なるわけですね。 

 私どもでもう一つの課題が長井病院なんです

けども、長井病院が非常に老朽化してると。こ

れ身の丈に合ったらもう絶対無理なんですけど

も、やっぱり何とかしなきゃいけないと。市民

の健康を守る、命を守ると。そして基幹病院は

あるわけですけども、回復期、いわゆる慢性期

の病床がやっぱり必要だというふうにしますと、

そんなにもたないわけですよね、昭和40年代の

建物ですから、耐震化もなってませんし。そう

しますと、そこでも当然療食ってあるんですよ。

ですから、そこを一緒にできないかと。あるい

は、ケアつきの集合住宅等々で食事を提供をす

るというようなことをしますと、これはＰＦＩ

で成立する可能性が非常に高いと。ただ、そこ

に先駆性が求められますから、どういったとこ

ろで国の施策と私ども長井市の課題、これを解

決するための仕組みづくりをするかということ

だと思います。 

 学校給食については、先ほど言いましたよう

に、例えば地産地消を100％する、あるいはレ

インボープランの、私どもの誇る栄養価の高い

安全・安心な食材でつくるんだと、しかも日本

一おいしいというような、何かそういったとこ

ろの皆さんの英知を結集して、そういったプラ

ンをまとめていけば可能性としてはあるだろう

というふうに思ってます。 

 やっぱり12億円だとしても補助事業を受けた

としてもせいぜい１割以内ですから、もうほと

んどは自前でやんなきゃいけないわけですよね。

ですから、そういった意味で非常に重いです。

ですので、そういったところをやっぱり考えな

きゃいけないなと思ってるところでございます。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間広議員。 

○１０番 赤間広議員 確かに市長が申される

とおりだと思うんですけれども、けどもですけ

ども、１億3,300万円かかるのは私は重々承知

しておるんですけれども、ぜひこの使い道が、

私たち、子供たち、長井市の孫を育てる意味で

使うお金なんだっていうことをまず第一番に頭
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に置いていただきたいなというふうに考えてお

ります。全て１億3,000万円を使うっていうよ

うなことではなくても、例えばじゃあ、半分な

ら6,500万円で済むのかと。いや、４分の１だ

ったらさらにその半分なわけですから、何ぼに

なりますか。3,500万円、3,000万何がしになる

わけなんですけれども、ぜひそういったことも

考えていただいて、第３子からやるとかいうよ

うなことで、少しでも前へ前へと進んでいただ

ければなというふうに私は考えております。 

 そして今、市長が申されたとおり、療食とか

いろんなものとまぜてやっていけるんじゃない

かという、それは本当に地方創生にかなったよ

うなプランではないかなというふうに思います。

ぜひそういうプロジェクトチームなんかを市庁

舎につくっていただいて、限られた期間、こと

しじゅうにやらなければいけないというような

期限があるわけですから、スピード感を持って

何とかそういうふうなものに挑戦して、果敢に

挑戦していただけないかなっていうふうに思い

ますけれども、その辺のことをもう一度、市長

のほうからお願いいたします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 今、私ども市長会で議論しているのは、子育

て支援について市町村に余り負担をかけるので

はなくて、やっぱり国策としてちゃんとすべき

じゃないかと。そもそも出生率が下がったのも

いろんな理由があるわけですけども、それを全

国1,741の市町村、それぞれみんな状況違うわ

けです。きのうも小関秀一議員の財政のいろん

な質問の中で、余り時間がないので、私も詳し

い話はできませんでしたけども、例えば提出資

料の中に置賜３市５町のそれぞれの市町村の財

調、財政調整基金とか、あと負債、市債含めた

借金、それの一覧表とかあったんですけども、

それを見て一目瞭然なのは我々都市自治体、米

沢市、長井市、南陽市、高畠町、この４つは、

高畠町は都市自治体とは言わないんでしょうけ

ども、過疎債該当になってないんですよ。ほか

の４町は過疎債該当なってるんです。過疎債な

ってるところはすごく貯金持ってるんですよ。

負債も多いんですけども、後で過疎債で支援し

ていただけるんですね。 

 ですから、財政状況っていうのはそれぞれの

市町村で違いますし、例えばようやく私どもも

完全医療の無料化しました。ゼロ歳児から中学

３年まで全部無料化して7,000万円ですよ。そ

れが小学校から中学校の子供たちだけで１億

3,300万円かかるんですから。それやるんだっ

たらそれこそ児童センターから、保育園から、

幼稚園から全部無料にしなきゃ、これはだめで

すよ。ですから、そういうふうに考えると、１

億3,300万円どころか、もう２億円を覚悟しな

きゃいけないと。これ一般財源で私どもの幾ら

踏ん張っても私はさっき言いましたように、身

の丈に合ったっていうのは、それは自分の家庭

だったらいいですよ、自分の暮らしだったら。

自分に合った、無理をしないでと。だけども、

我々行政は無理をしなきゃいけないところも無

理をしなきゃいけないんですよ。でも無理し切

れないですよ、これ。ですから、ここの部分は

国の支援をやっぱり待つしかないと。まずは医

療費は国でしっかりと持つと。あと保育料、就

学児前の子供たちのそういった保育料なども、

ぜひ無料化を早く進めてもらいたいと。そうい

ったところで私どもいっぱい負担してるわけで

すから、そうしますと、学校給食等々に支援で

きますよ。赤間議員の熱い思いはわかるんです

が、一歩ずつやっていきますので、ぜひご理解

いただきたいと思います。 

 なお、地方創生に向けた総合戦略はことし10

月を目標につくりますが、同時に地域再生計画

とか中心市街地活性化基本計画とか、これは具

体的なプロジェクトなんですよ。その中に、例

えば病院とか学校調理場などの民間のＰＦＩの
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プロジェクトなども一緒につくっていかなきゃ

いけないと。それも計画として生かしていかな

きゃいけないというふうに思ってます。これに

ついては、ある程度私どもで概略をつくって、

あとは議会の皆様からご意見をいただいて修正

していくという形にならざるを得ないと思いま

すが、民間のほうでも特に地元の地銀のほうか

らはＰＦＩ協力しますと。東根市のほうで全国

的にも非常に先駆的に取り組んでいますので、

そういったところの事例なども学びながら、私

どももＰＦＩに適するような事業については果

敢に挑戦したいというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間広議員。 

○１０番 赤間広議員 ありがとうございます。

余り熱く、かっかってされると困りますんで、

冷静にお願い申し上げます。市長の思い、わか

りました。時間もないんで、私、次の項目にち

ょっと移らせていただきたいと思います。 

 テニスコートについてなんですけれども、当

初いただいたやつには、やはりこれ市民の方も

見てらっしゃると思うんですよね。それがある

日突然、計画が頓挫してしまったみたいな感じ

に受けられるっていうようなことで、もちろん

別途検討していくっていうようなことだったわ

けでございます。これって別途っていうのは、

今、生涯スポーツ課長が言われたのは何でした

っけ。財源を宝くじに求めていくような、スポ

ーツくじの補助金でしたっけ、そんなふうなこ

とをおっしゃって、結局宝くじに当たらなけれ

ばこの計画はいつまでもしないのかというよう

な、受け取れますよね、反対に。そういう何て

いうかな、市民の方には大変不安っていうか、

テニスを愛好されている方にとっては先の見え

ないほどつらいものはないんで、ある程度、当

初の計画の29年度でしたっけか、やるっていう

ようなお話、その辺あたりまで話を戻していた

だいてやっていただくようなことはできないん

でしょうかね。これは市長には求めてないんで

だめなんですけれども、スポーツ課長、建設課

長ですか。よろしく回答をお願いしたいんです

が。 

○渋谷佐輔議長 青木邦博建設課長。 

○青木邦博建設課長 赤間議員のご質問にお答え

いたします。 

 当初出ていた計画につきましては、協会なり

団体なりの要望を集約する形で、全体的なグラ

ンドデザインということでつくられた図面であ

ると思います。実際に26年度、公共施設長寿命

化対策支援事業の補助事業を受けるに当たって、

国交省から示されたこの事業をするに当たって

の補助要綱につきましては、私、先ほど申し上

げたとおり、グレードアップはだめだよと。あ

くまでも更新っていうことでございますので、

テニスコートが面の拡大であったり人工芝であ

ったりを求めている以上、この補助事業でやる

というのは難しいというふうに考えております。

以上です。 

○渋谷佐輔議長 10番、赤間広議員。 

○１０番 赤間広議員 時間になりましたので、

質問できないわけでございますが、確かに補助

事業、補助事業と申されても、結局は単独でや

んなきゃならないところも出てくるわけですよ

ね。これは質問でございませんので、そうしま

すと、例えば７面とか８面とかっておっしゃっ

てんですけども、半分とか２面をつくるとか、

そういったことも可能じゃないのかなっていう

ふうに私は思います。このいつになるかわから

ないものを本当に待ってる人っつうのは大変な

ことでございますので、ぜひその辺は、今後考

えていただきたいと思います。 

 それから最後、その花咲きタウンのことに対

しても、予算総括のときに、テニスコート、運

動公園のことを含めて、もう一度質問させてい

ただきたいと思います。以上できょうの質問は

終わらせていただきます。本当にありがとうご

ざいました。 




